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前回の復習

• レポート・論文の基本的な考え方

– 他の人が「再現」できるように

• 論理的な文章・段落の構成方法

– 適切な接続詞や指示語

– トピック・センテンス

– サポーティング・センテンス

– コンクルーディング・センテンス



今回の話

一連の実験の内容と考察をどのようにまとめる
のか？

• 研究というもの，レポート・論文の、基本的な
書き方・考え方

• 提出課題について
初回に説明したように，成績評価は提出課題で行われる



文書とは

書く人
読む人
（１人 or 複数）

文書

読む側に書く側の伝えたいことが正しく伝わるかが重要

ラブレター 恋人（候補）

試験答案 先生

論文 学会の研究者

エントリーシート 会社の人事担当者



正しい試験・レポート対策

先生はなぜ，試験やレポー
トを課すのか？

先生：学生がその科目の内容
を理解し自分のものとしたか
どうかを確認したい。

試験

自分が科目内容を理解して
いることを示す答案を作る

合格
高評価

ここから考えよう

なんとなく意味不明な答案を
作る

不合格
低評価

まれには受ける場
合もありますが…文書を読む人への対策が重要



科学的な論文・レポート

正しい「書き言葉」の日本語で書く。
なるべく，日常的に，まともな書籍，新聞などの
文書に接する

一定の形式を守る
これは後から説明する
研究論文の場合「業界」のしきたりに配慮する

なぜ重要なのかを理解してもらうため，まず，
研究者から説明する



科学者？ 研究者？

どこにいるの？ どうしたら
なれるの？

どうやって

研究費を出
すの？

お茶の水
博士

湯川先生

小保方さん



どこにいるの

研究所

企業の研究所（研究内容に条件がある場合あり）

大学

大学の教員
の業務

• 教育（授業，卒論指導
・・・）

• 運営業務（教授会，教務，
入試，対外業務 ・・・）

• 研究

研究者情報データベースを見てみましょう



どうやったらなれるの

就職活動？

 履歴書
 志望動機
 教育・研究履歴
 論文リスト
：

公募
なんらかの推薦

研究者公募のデータベースを見てみましょう

提出書類 審査



どうやって研究費を得るの？

所属機関の研究費・・・ 大学， 企業
研究内容は限定される
が資金はそれなりに出る

あまりない

外部資金への応募（学術振興会，科学技術振
興機構，NEDO，各省庁，地方自治体，企業，
財団，・・・）

申請書類
 研究計画
 研究グループの実績（論文リスト）



論文の重要性

• 研究者，研究計画，研究結果の大事さを広く理
解してもらうために不可欠のもの。

• 何か実験（研究）をして、「発見」をした

• その「発見」を具体的に正確に記述する
– 世の中に知られなければ、何もやっていないのと同じ
こと

• 他の人が再現できなければならない
– 他の人が「追試」できるように書く



科学的研究とは

その論文に書いてある
方法で実験や計算を
すれば，誰でも同一の
結果を得る

客観性，
再現性

なぜ，幽霊やUFOが科学
の対象にならないか？

料理のレシピは
論文の見本



論文が世にでるまで

研究

「論文雑誌」へ投稿する

原稿

学会にお
ける発表議論を反映

レフェリー編集者

英文

国際会議：
英語

OK
通常複数

修正，再投稿 修正意見

没

出版される



論文の構成

先頭部分

本文

序論

本論

結論

末尾部分

節にわける。
本論は複数
の節になっ
てよい。

謝辞，付録（補足的な記述），
引用文献リストなど

表題（タイトル），著者（所属等含む），発行日付，
投稿日付，概要（アブストラクト），目次 など



論文（先頭部分）

受領日付

アブストラクト

著者，所属
これは例外的

出版日付

タイトル
巻号，ページ，年号 雑誌名



図・表のルール

1. 図，表には，図1，図2，・・・，表1，表2，・・・のように，
通し番号をつける

2. 短くても必ず本文を書き、表やグラフを引用
3. 表やグラフには必ず説明をつける

説明文のことを「キャプション」という
グラフの横軸・縦軸の説明
グラフ中の線や点の説明
キャプションと本文は多少ダブってもよい。キャプショ
ンが長くなりそうなら本文で記述する。
図のキャプションは図の下，表のキャプションは表の
上が慣例

4. グラフについては、今回の結果では「データ点のみ」
が望ましいが、後で使う線などが書かれていても良い



ここが
キャプション



・・・ このとき測定結果は
表３に示すものとなった。

：
：

・・・以上の分析結果を
図２に示す。この結果か
ら・・・

図2 ここに図２の

キャプションが記述
される

本文 表３ ここに表３のキャ
プションが記述される

a 2 4 6

x 0 3

y 1 6



式を記述するときの注意

 必要な量（文字）は定義してから使う。

 前回も説明したように，式だけを並べないこと。

 式と式の間を論理的に日本語でつなぐ。

 式に番号をつけて相互に引用する。



例

式番号

式の引用

式の引用

図の引用

各種の物理量
（変数）の定義
の記述



文献の引用（１）

本文

文献リスト

すべての研究は先人の仕事を利用している。それをきちん
と示す。

他人の仕事や考えを自分のものであるかのように書くのは
学問的「犯罪」。忘れた，知らなかったでは許されない。



文献の引用（２）

以上の出典：文化庁のＷｅｂページ「著作物が自由に使える場合」
http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/gaiyo/chosakubutsu_jiyu.html

引用の条件

○公正な慣行に合致すること，引用の目的上，正当な範

囲内で行われることを条件とし，自分の著作物に他人の
著作物を引用して利用することができる。
（1）他人の著作物を引用する必然性があること。
（2）かぎ括弧をつけるなど，自分の著作物と引用部分とが
区別されていること。
（3）自分の著作物と引用する著作物との主従関係が明確
であること（自分の著作物が主体）。
（4）出所の明示がなされていること。



文献の引用（３）
引用文には結果だけしか書いていないのが普通なの
で，なぜ，そうなるかを理解するためには引用元の論
文を読む必要がある。
・・・片っ端からやっていると時間を食うが，ある程度，自分の研究に必
要なら，論文をさかのぼるのは普通の活動。

従って，「文献リスト」は，読者がその論文を探して見
つけるのに必要な情報を与えないといけない。
「論文雑誌」は引用されるために存在する。

著者名，（論文タイトル），雑誌名，巻号，発行年号，ページ数
などが不可欠の情報。



課題レポート（論文）の形式

• 概要

• 序論

• 手法

• 結果

• 解析

• 結論

トピック・センテンス：主題の提示

サポーティング・センテンス：
主張の根拠など

コンクルーディング・センテンス： まとめ



最終レポート：提出するもの

• タイトル：電気抵抗の抵抗値の測定

• 概要

• 序論

• 手法

• データ

• 解析

• 結論

前回の演習で書いたものを利用

 「目的」として、簡単に記述

授業でやった内容をまとめていく



目的

• 全体の目標は何か？一言で。

– 演習課題（１）の課題２

• 問題設定

– レポートの「結論」で、答える



データ

• 電流・電圧の測定データを示す

• 表とグラフを使って説明
– 授業で作ったものを使って良い（演習課題（１））

– 本文やキャプションで、図の説明を入れる

• 今回は、実験をやっていないので、「測定」と
いうセクションにしておく

• 「図・表のルール」を参照すること

電圧 [V] 1.50 3.00 4.50 6.00 7.50 9.00 

電流 [A] 0.0564 0.112 0.186 0.222 0.325 0.332 



解析

• 最小二乗法を用いて、電気抵抗を求める

• 少し冗長だが、演習でやった内容を書く
– a の値をいくつか変化させて二乗誤差を求め、最小と
なる a を探す （演習課題（３））

– 計算で a の値を求める （演習課題（４））
– 傾き a と二乗誤差 E のグラフも付ける

• 最終的に、電気抵抗を求めること
– a の値だけでは不足

• 「式を記述するときの注意」を参照すること



結論

• 最初に立てた「目的」、あるいは問題に対応さ
せながら、実験・解析で得た結果をまとめて
示す

– 新しい要素は入れない。これまでに書かれている
内容を簡潔に

• これでレポートが完結



推敲の勧め

• 必ず、レポートを書いたら，一度
読み直す／書き直す

• ちゃんと意味の通る文章になっているか？

• 接続詞は？

• 論理の流れは？

• 積極的にパソコンやＩＴ技術も活用



レポート

表紙をつけること。
表紙に書いてある注意を守ること。
手書き，ワープロ，いずれも可。
類似するレポートが複数あった場合，全部，
不可となる。



レポート・成績評価について

• 提出先

– 教室で直接提出，または，講師室前レポートボックス

• 提出期限

– 第７回授業６月７日（金） １８：００まで

• 成績は前期末に出します（１Ｑの終わりには出ま
せん）

• ７回目の授業は、レポート提出のみ

– 質問などがあれば対応する

– その場で最後の追い込みをして提出するのも可，た
だし時間は厳守，１８：００まで
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